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1 は じ め に

国産大豆の需要拡大のためには,豆腐,納豆,煮豆など

用途別に加工適性の優れた品種の育成や品質の明確化が強

く望まれている。本報告では大豆子実の成分,と くに大豆

の高品質性の一要因とされている糖質含量について調査し
,

育種素材,育種法開発のための基礎資料を得ようとした。

2試 験 方 法

1)供試品種

1989年東北農業試験場大豆育種研究室 (刈和野)産 74品

種

2)遊離糖の分析

大豆子実を粉砕器 (Retsch社 製.ZM-1型 )で 30メ ッ

シュの粉末とし,そ の 18について,加熱還流法によりn―

ヘキサン20m lで脱脂を行い,遠心分離 3,000r p m-10

分)す る操作を 2回繰り返した。残存するn― ヘキサンを

揮散させたあと,加熱還流法により80%エ クノール20ml

で30分間抽出,遠心分離。この抽出操作を糖反応がなくな

るまで行なった。抽出液を集めて38℃で減圧濃縮し,045μ

のメンプランフィルターでろ過後,高速液体クロマ トグラ

フ法 (HPLC)で遊離糖を測定 した。

《HPLC分析条件》 機種 :島津LC-3A,カ ラム :S

him― Pack CLC― NH,(6× 1501m),カ ラム温度 :25

℃,流速 :2m1/min,検 出器 :島津RID-6A。 検量線

の作成 :各糖試薬標品を使用。

3 結果及び考察

HPLCに よる遊離糖は,フ ラクトース,グルコース, ス

クロース,ラ フィノース,ス タキオースの1贋で検出され ,

検出時間はスタキオースで約22分であった (図 1)。

主要な糖はスクロースとスタキオースで,各遊離糖の遊

離糖総量に占める割合は,平均値 (X)でみると,ス クロー

ス :約667%,ス タキオース i318%,ラ フィノース :62

%,フ ラクトース :47%で ,構成糖の大半はスクロース

とスタキオースで占めた。グルコースは僅かで,供試大豆

74品種中31品種において検出されなかった。子実中のスタ

キオース及びラフィノースは,成熟期にのみ存在する貯蔵

性の糖類であって,枝豆用子実の未熟期及びモヤンのよう

な発芽期には,ほ とんど含まれていないことが知られてい

る1)。 グルコースは枝豆用子実中には相当量存在するが
,

登熟中に減少すると見られているの。また.グルコースは

試料中に全 く存在 しないものもあり,同一品種,栽培地に

より異なる。)。

遊離糖含量の品種間差は,ス クロースにおいて最も大き

く,麹 シラズ (No 4)の 103%を最大値として,早生赤美

124号 (M“)の39%ま でその差は64%で あった。 ちな

みに,ス タキオース,ラ フィノース,フ ラクトースではそ

れぞれ29,11,14%で あった (表 1)。

スクロース含量及び遊離糖総量と百粒重との間には,そ

れぞれr=04523.03965の 正の相関が,ス タキオースとの

間にr‐ -02689の 負の相関が認められた。 また,百粒重

の大きい品種は比較的成熟期が遅いものが多いが,早 いも

のに比較 して遊離糖総量としては多いことが傾向として認

められた (図 2)。

図 l HPLCに よる試料のクロマ トグラム
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図 2 成熟期と遊離糖総量との関係

4 ま と め

大豆74品種の子実の遊離糖含量を調べ,次の結果を得た。

1)子実の主要な遊離糖はスクロースとスタキオースで

ある。ラフィノース,フ ラクトースは1%以下,グ ルコ=
スは品種によって検出されないものがあった。
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ST Total

I キタホマレ 135 027 536 074 4∞ 1172 197

2 Xl系 61 号 061 017 621 053 365 1117 248
3 東 Jと 51 ■ 015 013 625 052 353 :058 216
4 麹 シ ラ ズ 035    1036 062 356 1489 383
5赤 域 ド 010 9590953031367316
6 滝谷560)1 008    417 077 407 909 157
7 東 口190 ', 038    893 087 337 1355 191
8 在来秋大 ,ヽ 025 007 689 L05 3571183 3112
9 ぜ1イιI灌 チ 021 007 449 034 386 899 196
10黄 金 豆 0360055950223199762111

2)Fflt重 の大きい品種は比較的成熟期が遅いものが多

いが,早いものに比較して遊離糖総量としては多い傾向が

認められた。
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表 1 遊離糖含量
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763-770

3)平  春枝,回中 弘美,斎藤 昌義 1989 国産大

0の全糖・遊離型全糖及び遊離糖類の含量 HttT誌
":768  780

(単位 :g/乾物100g)

ST To回 零昇
41 ナカセンナリ 048 004 839 086 3631340 292
42 ホ ウ レ イ 035    605 071 401 1112 282
43 タチナガハ 051   701 058 3471157 334
44    兄    040    534 061 338 973 256
45 ほうじゃく 041 001 541 070 401 1054 313
46 農 林 2号  055    601 064 326 1046 241
47 シロメユタカ 034    671 058 341 1104 298
48 ミ響 オオンロ o訊  o10 702 051 403 1220 284
49 タ ン レ イ 044 014 71X1 061 341 ■∞ 259
511 鶴の卵 1号  037 8 13   067   358  1275   297

51 刈 系801 037 003643 071 3191073 343
52 白[11 号 138 001 515 077 347 1078 289
53 日蔭 不 知 032   921 083 3031339 259
54 タマヒカリ 075 014 829 068 3161302 345
55新 玉 錦 073  6640743541165256
56 リト葵 大 豆 154   563 107 3251149 298
57 Tsao leng肛1 055 003 463 040 383 944 172
58 吉林 5号  047    488 056 4211 1011 175
59 中系83号  041   414 092 363910241
611 大   〃家 056 002 608 068 3661100 239
61 滝   ′$ 112 014 432 057 341 956 220
62鶴 の 子 0890104780698621008429
63 嚇 葵12号  038     395 075 521 1029 157
64 ハ ツ カ リ 045 005 586 106 402 1144 226
65 ムッシラタマ 047    702 095 3381182 323
66 ラ イ コ ウ 054 0211 557 086 334 1051 246
67 ワセンロメ 032 002 612 091 405 1142 215
68 オクシロメ 040 002 652 077 365 1136 184
69 カ ル マ イ 063 016 551 1 01 380 1l H 28 0

711 コ ス ズ 056 016 482 075 399 1028 91

H 早 阜 1号  017 003 417 030 282 749 230
12 中 系 40号  064    558 080 330 1032 292
13 中 系 m号  o30 005 591 05t1 312 988 356
14 古聖 人 11 051  941 0902951377261
15 ‖yeon    0 43    6 114 033 308 988 263

16 Rouest71 19/9 029    461 031 231 752 212

17 西 海 10号  036    503 063 381 983 158
18 西 海 20号  034 004 506 068 415 1027 138
19 集 体 3号  025    464 044 4∞  933 198
20 東 ‖184号  073 002 イ18 054 372 919 228
21 つるの卵(倉ヤぬ  041     963 082 304 1390 ∞ 6

22 ミヤギシロメ 051 034 692 065 869 1211 401
23 房   成 053    632 083 403 ■71 209

24 ヮセツロゲ 043 028 671 077 363 ‖82 267

25 ネマンラズ 089 001 707 068 327 1192 256
26 ラ イ ア ン 081 010 647 0“  315 1138 251
27 ナンプンロメ 062    718 069 3861235 230
28 スズユタカ o67    788 053 3781286 234
29 タチコガネ 0711 002 787 074 3681301 227
30 ス ズ カ リ  072     693 071 327 1163 259
31 タチユタカ 066 001 598 058 358 1076 269
32人 白 11082  7210954221320320
33 ド円 不 知 0950077720822861242304
34 白鶴 の 子 055005795078367131X1402
35 東北 llXl号  069    50 073 422 1124 234
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36 ンロセンナリ 061 028 808 089 384 13711 239
37 コケシジロ 034 001 986 065 480 1516 227
38 エ ン レ イ 053 006 683 065 442 1248 320
39 タマホマレ 058 001 879 073 350 1361 329
40 アキンロメ 051 006894 071 4311453 ∞ 9

n‐74 x  054 009 647 071 363 H41 2580
s     026   008   1 52   0 19   045   1 58   634

6=431

注 :F‐ フラクトース,C‐ グルコース,R=ラ フィノース,St=ス タキオース,TOtal=遊離糖総量
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